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　　　On　the　histogenesis　or　nature　of　so－ealled　fibrinoid　degeneration，　two　theories　have　been　aceepted　hitherto．
The　first　is　that　fibrinoid　substances　consist　mainly　o’E　fibrin　exuded　from　blood　streams　and　the　・seeond
is　that　fibrinoid　degeneration　is　eharacterized　by　an　increase　of　aeidie　mucopolysaecharides　in　the　conne－
ctive　tissues　eoneerned・　．　　　The　present　report．　deals　with　the　histo．crenesis　of　fibrinoid　degeneration　developed　in　’allergic　ti’ssue
changes，　from　a　histochemical　point　of’view．　The　presen七preliminary　experiments　were　undertaken　to
examine　the　histoehemical　significanees　of　cutaneous　tissues　of　rabbits　and　guinea　pigs，　fibrin　coagula，
placental　tissues，　the　urnbilical　cords　and　eartilage．．　The　following　results　were　obtained．
　　　1．　Collagen　fibers　in　the　skin　of　rabbits　and　guinea　pigs　were　stained　in　the　following　order　：　reddish
purple，　reddish　ahd　bluish　using　PAS，　Reinhart’s　Hale－Van　Gieson　a：d　Lillie’s　alloehrome　method，　respectively．
On　the　other　hand，　ground　substanees　contained　in　the　samples　showed　positive　Hale’s　reaetion．　Moreover，
the　contral　area　of　thick　fiber－bundles　appeared　as　violet　by　allochrome　staining．　Metachromasia　reaction
wi七h　toluidine　blue　was　negative　in　the　fibers　while　po9．　itive　in　the　ground　substan．ces．
　　　2．　Mucinous　substances　of　the　umbili　cal　cords　and　ground　substances　of　cartilages　showed　positive
Hale’＄　reaction，　while　appearing　as　picromethylblue　by　allochrome　staining．　The　ground　substanees　of
cartilage　showed　strongly　positive　metachromasia　reaction　with　toluidine　blue　at　．pH．　of　2．5，　4．1　and　7．0，
while　mucinous　substanees　of　the　umbilical　cords　showed　positeve　reation　only　at　pH　4．1　and　7．0．
　　　Fibrinoid　substanees　of　placental　tissues　．are　considered　to　be　similar　’in　their　histochemical　stainabilit：
to　fibrin　coagula；for　example，　each　of七hese　substances　showed　strongly　positive且brin　stainability　with
no　metaehromasia　and／or　purple　color　with　Reinhart’s　staining．．　’
　今日におけるアレルギーの組織学的変化を体系づけたの
はR6ssle1）及びその共同研究者であるGerlaehV）さらに
K：linge3），　Vaube14）及びKnepper「J）等の研究によるもの
である。殊にKlingeはリウマチのアレルギー発生説の提
唱者として知られ，リュウマチの組織学的変化を系統的に
検索し．Jこれと実験的アレルギー性変化を比較検討し，両
者閥に本質的一致点を見．出したのである。
　　アレルギー性変化の特異的組織．変化として従来血管結合
織の且brinoid膨化及びAscho．ff結節によって代表される
肉芽厘形成が注目され，そして従来の研究は寧ろAschoff’
結．節を中心とした組織学的研究に重点がおかれていたので
ある。
　　しかるに近年K：lemperer6）　Vの提唱する膠原病なる概
念の発展 より，この且brinoid膨化の本態が再検討され．
るようになった。これは近年急速なる発展をとげた組織化
学及び生化学的検査法，電子顕微鏡さらにX線廻折等の
新しい研究法の導入によって結合織の本質的構造ないし機
能に関する知識が飛躍的に発展を遂げたからである。従来
fibrinoid変性の本質に関してはR6ssleを始め．とする学派
はfibrinの出現を本質的変化とし，　Al七schuler等7）の米
国学派はfibrinよりも酸性粘液多糖類の増加を貢要視し
ている。このような見解の相異は検査法の発展もあろうが
fibrinoid変性の概念的差i異によるものではなかろうかと
思惟される。
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用語の面からみてもfibrinoid変性は飾rinoid膨化，
fibrinojd壊死，粘液水瞠という言葉で表現されるように
その内容は必ずしも同一ではないようである。従って且b－
rinoid変性においてfibrinと共に酸性粘液多糖類の増加
を認める揚戸，いずれを本質的変化と考えるかが問題にな
る。これと共に検査材料も当然吟昧されなけ’ればならない
のであって，同一疾患でも急性か慢性か，または炎症性か
非炎症性かによっても異なることが予想される。従来の米
国における研究は殆ど人体のリユマチの皮膚結節を材料と
し，実験的に惹起せしめ得る組織アレルギーのfibrinoid
変性についての検索は殆ど発表されていないようである。
　著者は以上の如き見解に基づき，fibrinoid変性の本質
を究明せんとして，条件の簡単な実験的組織アレルギーに
みられるfibrinoid変性を材料として研究を行ったので，
この成績を発表する。
　先ず予備的実験として正常状態における家兎及び海蘭の
皮膚構造を検索し，さらにfibrinoid変性の構i成分として
重要視される酸性粘液多糖類，fibrin及びfibrinoid物質
の含まれる材料について組織化学的検索を行なった（第1
篇〉。
　次いで家兎における卵白による皮膚Arthus現象の検索
（第II篇），及び轡型における皮膚のTuberkulin反応の検
索（第III篇），最後に電子顕微鏡及びX線廻折的検索を行
って全編の総括及び考按を試みた（第IV篇）。
実瞼方法及び材料
　これに関する詳細は各項で述べることにしここでは第1
篇関係のものを記載することにする。
　検索材料：1）正常家兎及び海撰の皮膚，2）人体の線維
素凝塊，3）fibrinoid物質を含む人胎盤，4）Hyaluron酸
にとむ人膀帯，5）Chondroitin硫酸にとむ家兎気管支軟
骨。
　槍査方法：1）多糖類のためのHotehikiss・McManus
の法（PAS），2）多糖類のためLillieの法，3）酸性多塘類
のHale法，4）酸性多糖類のためのRinehart法（Hale－
PAS法），5）酸性多糖類のためのRillehart法（Hale－Van
Gieson＞，6）多糖類のためのLillieの過ヨード酸Schiff・
ピクロ・メチール青染色法（allochrome法），7）Hyaluron
酸のための大野法，8）線維索染色のためのWeigert法及
びphospho七angstic　acid－hematoxylin法，9）格子線．維
染色のためのBilshosky及びTribor－Pap法。
　上記多糖類染色法は市川S）の細胞化学によるものである
が，これ等染色による色調は第1表に示す如くである。
第1表　実験に利用せる多糖類ないし酸性多糖類の証明法
?
糖 類 酸　性　多　糖　類
Hochkiss　McManus法
（PAS）　　（フクシン）
Hale法儲酸鉄一黄口塩）
　　Rinehart法
（酸コロイド鉄一慰籍塩　ピクロ・フクシン）
　Lillie－allochrome法
．（PAS十ピクロ・メチル外液）
?」）?????????（
赤　　紫　　色
膠原線維〔赤色一一♪青色）
細網線維（青色）
フイブリン（オレンジ）
赤　　紫　　色
青・インジゴー色
赤（膠原線網
青〔粘液多糖類）
鈍黄色（フイブリン，粘液，蛋白，糖蛋白）
pH　7．0ピアルウロン酸　　　　十
コンドロイチン硫酸　　十
4．1　2．5
十
十　　　十
死瞼成績
A。正常家兎皮膚の所見〔第2表参照）
　H・E染色，家兎の皮膚構造をみると，表皮層，真皮乳
頭層，真皮網状層及び皮膚筋層（肉様膜）を含む皮下組織に
分けられる。
　表皮直下の乳頭層は細い膠原線維の交織によって形造ら
れる。好銀線維も認められ，血管網もよく発達し，結合織
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第2表　正常兎及び海馬における皮慮の組織化学的所見
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皮
乳頭層
網状層
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??
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?
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??
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（飯細
ラインハルト法
（ヘール・ワンギーソン染色）
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???
???
十
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±
?
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?
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十
??
??
??
??
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?ー「
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??
?
メタクロマ
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需1・・2・5
???? ?? ??????
??
??
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性及び組織球性細胞も多い。真皮網状層の上層部では太い
膠原線維束が密に交錯し，血管及び細1包成分は少なく且つ
格子線維は殆ど認められない。真皮網状層の下層特に肉三
三に接するととろは乳頭層と殆ど同様の構造を示し，格子
線維は細く懸粗に配列し，比較的大きな血管を有し，細胞
成分も多い。従って真皮乳頭層と網状層の下層は滲出性機
転に対して鋭敏であって，fibrinや細胞浸潤も起り易い。
これに反して網状層の上層にあたる所は滲出機転は起り難
い。従って著者は網状層を上層と下層に分けて観察した。
　PAS染色，．各層の結合織は殆ど一様に中等度に赤紫介
し，若干の優劣を認める程度である。
　．血管の毛細血管にぞくするものは赤紫染した輪状構造を
示し，中等大の動脈では内膜及び外膜は中膜よりやや強い
染色を示している。
　内膜では内弾性板の周囲がやや濃染し，弾力線維自体は
不染である。中膜では細い線状に染まり，外膜の結合織は
緻密で，これに応じて色調に濃淡がある。静脈も殆ど同様
である。
　以上PA．S染色により赤紫染する物質は唾液による消化
試験により除去することが出来ない。
　Rinehart法（Hale－PAS染色）：Hale染色では多糖類
の中でも酸性多糖類が青染するもので，PAS染色と併用
すると，両者の関係を追求することが出来る。
　さてHaleぞAS染色では真皮及び皮下の結合織線維は
何れも全体として青色を帯びる来る。精見すると膠原線維
の中央部分は明らに赤紫染し，その外縁にあたるところが
Hale陽性で青染する。この状態は恰も結合織線維がうす
いHale陽性物質の膜で包まれているように見える。しか
し細い線維では赤紫染する。PAS陽性部よりHale陽性の
青色の部分が多いように見え，全体が青染するように見え
るものもある。そして格子線維は淡青染するのみで，PAS
の色調はみられない。
　毛細血管ではHale陽性の部分が多く，一部にPAS陽
性の小部分を認めるに過ぎない。大きな血管では並L管壁の
筋組織は赤紫肥し，この聞に介在する基質部は青染し，殊
に内弾性板附近において特にHale陽性物質が多い。
　Rinehart法（Hale－Van　Gieson）：先ずVan　Gieson染
色では各層の結合織は葵麓に七一し，血管壁の筋組織は黄
染する。これに．Hale染色を併用すると（Hale－Van　Gieson
四半各層の膠原線維は何れも赤下し，その外縁にあたる
部分がHale陽性を示して青染するが，この関係は先にの
べたHale－PAS染色に類似するものである。毛細血管は
育染するが，同時に黄色を混ずるため黄緑色を呈し，大き
な血管では内膜及び中膜は青黄色ないし緑色を呈し，この
中に淡赤紫染する線状構造を認める。
　過ヨード酸Schiff’．ピクロ・メチル青染色法（1、illie－allo－
chrome法）：真皮乳頭層の繊細な膠原線維は著しく青染
し，網状層の上層にある太い線維の中央部は赤色ないし燈
黄芭を呈するが，その周辺部は下染する。
　血管の毛細血管は旧染し，一部燈色ないし赤紫色を呈す
る。やや大きな血管の内膜ほ淡毛染し，rl＝膜は一色ないし
赤紫色を呈し，外膜は青染する。
　Toluidine　blueによるmetachromasia：何れのpHに
おいても陰性，fibrinも陰性である。
　Gitterfaser染色1乳頭層の繊細な膠原線維束は淡黒
色に染り，網状層の太い線維束は隅写し，真黒染する格子
線維と識別し得るものである。毛細血管では外膜位に細い
輪状の格子線維を認める。比較的大き’な血L管では，内膜及
び中膜にあたって細い輪状線維を認め，外膜の線維はやや
太い。
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B．正常海狸皮膚の所見（第2表参照）
　海獲においても皮膚の組織学的構造は前述の家兎皮膚と
殆ど同様である。ただ海翼の皮膚は家兎に比較して厚く，
乳頭層及び網状層における膠原線維束もやや太いものが多
い。
　PAS染色では膠原線維及び血管壁の陽性度は家兎より
やや強く，且ale・PAS染色（Rinehart）では，　PAS陽性の
膠原線維束を包むHale陽性物質（一丁）は家兎のそれより
やや僅少のように見える。
　Hale－Van　Gieson染色（Rinehart＞では膠原線維束は赤
染し，これを内状に包む基質は青黄色を呈する。この関係
は家兎と全く同様である。
　1、illie－allochrome法では膠原線維はやや強く青白せら
れ，太い線維束特に網状層の上層部の太いものでは中央部
が赤染する。血管でもこのPAS陽性の赤紫染部位が認め
られる。
　Toluidine　blueによるmetachromasiaはpHの如何に
拘らず何れの部位でも陰性，またfibrinも証明し難い、，
　格子線維の状態は家兎と殆ど同様である。
C．人体の概見騰帯（第3表参照〉
人毎髄の調帯は多照のhy・1…n酸を含むこと｝こよっ
て酸性粘液多糖類の代表的組織の一つとされている。
　PAS染色では膠原線維は粘液物質より強く赤紫染する。
これにHale染色を分数すると，膠原線維はH凱le染色の
色調を加えて紫赤色を呈するが，粘液性物質はPASの色
調を全く失って青色を呈する。そしてHyaluronidaseを
作用させると，且ale染色は殆ど陰性化する。
　Hale－Van　Gieson染色では膠原線維は赤色，粘液物質は
Hale染色陽性で青評する。
　しかしalloehrome法では両者は共に青染するのでは両
者の識別は難かしい。
　Toluidine　blueのme七achromasia反応では粘液1生物質
はpH　7．0及び4．1では殆ど同程度の陽性度を示し，2．5で
は殆ど陰性である。血管壁の基質にあたる部分は組織の中
の粘液 物質と同様の染色態度を示すものである。
　Fibrin染色は全く陰性である。
D．家兎気管支軟骨（第3表参照）
　軟骨には酸性多糖類の中のchondroitin硫酸を多量含
むといわれ，この代表的組織とされている。
　PA．S染色では基質の中央部は周囲より陽性度は若干弱
く，Hale－PAS染色では中央部はPAS染色陽性であるが
外周では明かに青染する。
　まf．T　Hale－Van　Gieson染色では中央部は淡赤染し周囲
は濃青重し，Lillie－alloehrome法でも中央部は赤色と青
色が混在し，外周は青染する。．このように軟骨基質では，
中央部と周辺部ではある程度の染色上の差異が見られる。
即ち中央部はフクシン親和性を示し，周囲の基質はコロイ
ド鉄に親和性強く，輪帯の粘液性物質と殆ど同様の染色態
度を示している。
　しかしtoluidine　blueによるme七achromasiaでは，；基
質は一様に著明な陽性度を示し，pH　7．0で最も強いが4．1
及び2．5でも陽性度はやや低下するのみであって，全く陰
性化することはない。
　これ等はブイプリン染色は陰性，格子繊維は全く証明さ
れない。
E．フイブリン凝塊（第3表参照）
第3表　　二二，軟骨，ブイプリン凝塊及び胎盤における組織化学的所見
組　　織　　種　　別
人体の贋幣
家兎気管支
軟　　　骨
人体の線維
素凝血塊
人体の胎盤
（胎児部）
粘液性物質
膠原線維
基質中央基部
基質周辺部
網　状　部
梁　状　部
????
??
???
各　　種　　染　　色　　法
????
??
??
甘
4一ト
F
4一・ト
??
ラインハ
　ルト法
（該惣
門紫青
??
??
十F
士
??
?
幽
十ト
十ト
??
ラインハルト法
（ヘール・ワンギーソン染色）
赤
十
±
（￥）
A一・1一
黄　青
十ト
琳
??
±
鈍色
事
??
d’一1・
??
??
十’t’
　リ　リー法
（過ヨr　ド酸Schi瑳ピクロ・メチル青染色）
??
十
十・ト
青睡黄
??
士
「
??
メタクロマ
ジア反応
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　このフイブリン凝塊は線維構造の不明瞭な穎粒状に見え
る梁状部と微細網状を則する且brin網よりなり，何れも
フイブリン染色では強陽性を示すが，他の染色法では若干
の差異が認められる。
　即ちPAS染色では梁状部は網状部よりやや濃赤染し，
耳ale・PAS染色では前者はPAS陽性度強く．Hale染色の
影響は少ないが，網状部は青色の色調が加わってくる。
　allochrome法では梁状部はフクシンの色調が強く，網
状部ではピクロ・メチル青染色をとって青染する傾向があ
る。
　metachromasiaは何れのpHでも陰性，格子線維染色
では弱陽性度を示している。
E　胎　盤（第3表参照）
　胎盤の丘brinoid物質はPAS染色強陽性を示し，　Hale－
PAS染色では多少Haleの色調（青色）をとってやや紫赤
色を呈するが，全く青噛することはない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　Hale・Van．Gieson染色ではfibrinoid物質は鈍黄色を
呈し，若干赤色ないし青色を帯びる部分が認められるがこ
れ等は結合織線維及び基質にあたる部分と考えられる。
　allochrome染色ではfibrinoid物質は目立つた朱色を
倒し，結合織線維は青染するため著しく知事的である。
　metachromasiaはpHの如何にかかわらず陰性を示し，
Gi七terfaser染色では銀穎粒の沈着のため全体として灰黒
色を呈するが，この中に線維構造を認め，これ等は明かに
周囲の格子線維と連続するように見える。
総括及び考按
　正常の家兎及び海狸の皮膚の構造をみると表皮va・1真皮
層及び皮下組織よりなり，真皮層はさらに乳頭層及び網状
層に分けられる。また皮下組織は皮膚紛暫（肉様膜）によっ
て網状層と境されている。著者はさらに網状層をその組織
構造に従って上層と下層に分けて取扱つた。即ち上層に．あ
たる部分の膠原線維は太く密に交賦して血管及び細胞藍鼠
は少ない。これに反して下層の部分の膠原線維は細く且つ
疎に配列し血管及び細胞成分にとんでいる。この構造は真
皮乳頭層に類似するもので，共通的に滲出性反応の強く起
る理由が理解される。このように皮膚におけるアレルギー
反応はその組織創造と関連するもので，病変の組織発生も
この点から考究されなければならない。
　著者の研究目的は細胞反応よりも∫血管及び結合織のfib－
rinoid変性の発生機転にあるものである。これに．は血管
はその構成分が複雑なため，構造の単一な膠原線維が望ま
しく，しかも線維は太く，細胞反応の弱い網状層の上層部
がfibrinoid変性の研究に便利のようである。
　組織化学的立場から膠原線維の且brinoid変性の発生機
転を究明するには，その前提として先ず正常状態における
膠原線維の微細構造，及び化学的構成分の知識が挙要であ
る。
　膠原線維の化学的構造成分：この分析はBawes＆
Kenten（1948）9）等によつて行なわれ，その後多くの研究
者によって検討されたが，その主要成分は蛋白体でこれに
少量の多繕類が配合されたものであろうといわれる。即ち
glycine，　proline及びoxyprolineが主要部分を占め，さ
らにhydroylysine及び少量の硫酸基を有するアミノ酸及
び芳香アミノ酸より溝成せられ，これ等がpolypeptide
結合をなし，さらに多糖類が特別の関係でこの線維配列に
割りこんでいるといわれる（Meyer）ユ〔｝㌔しかしこの際多糖
類は線維蛋白分子の長軸の：方向の配列に関係するか，また
は側面配列に関係するかはまだ未解決の問題として残．され
て．いる。組織化学的方法で染色される多糖類はこの線維構
造の中に組みこまれたものによるであろうが，実際問題と
しては個々の膠原線維を束ばねる基質の酸性多糖類も考慮
されなければならないと思われる。且brinoid膨化はこの
基質の崩壊によって膠原線維が個々のfibril　va分散する過
程と考えられるもので，寧ろこの基質に重要な問題がある
ようである。
　結合織の基質に関する研究はDuran－Reynal（1928）lt）の
睾：丸抽出液から得たいわゆる拡散因子及びMeyerのhya－
luron酸の発見が端楮となるものである。今EI結合織の基
質は酸性粘液多糖類と蛋白の結合よりなるといわれ，この
中蛋白成分についてこの研究は少ないが，酸性粘液多糖類
については多くの研究がある。
　Meyerは酸性粘液多糖類としてhyaluronic　acid，
chondroitin　sulfate　A，　B，及びC，　chondroitin及び
keratsulfate等をあげている。　この中基質の粘稠性及び
水分との結合性を規定するものはhyalurQn酸であり，
chondroitin硫酸は水分は少なく軟骨の如き’固形性iの性状
を規定するといわれる。これ等の構成分は組織の種類にタ
って異なるもので，Meyerはこれ等の成分の含有量の程
度によって5群に分けている。皮膚及び膀帯はhyaluron
酸とchondroitin硫酸BまたはCを含み第4群に属して
いる。
　今日多糖類の証明法として使用されている方法の第一は
各種の酸化剤で処置してaldehyde基を遁i離せしめて，
これにSchiff’試薬を作用させると無色フクシンが赤紫色
に発色する方法である。酸化剤として過ヨード酸（Hotch－
kisstL’），　McManus13）1或は過沃度酸加里またはソーダ，硝
酸の混合液（Lillie）が使用さ・れ，前者よりもLillie法が強
く反応する。次に酸性粘液多糖類の証明法として鉄コロイ
ド法がある〔Hale1’i），　Rinehart15））。この原理は酸性多糖
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類がコロイド鉄を吸着することを利用し，この鉄を．Berlin
青反応で検出する方法である。本法の理論は十分研究し尽
されていないが，青明する物質は前述のPAS陽性物質と
同様であるとされ，しかし糖原は染らないのである。
　McManus，　Lupton＆Graham（1951＞10はHale陽性i
物質は酸性粘液多三夕に限らないとのべている。さらに酸
性粘液多糖類の証明法として今日最も箪要視されているの
は塩基性色素によるmetachromasia法である。　hyaluron
酸を始めchondroitin及びmucoitinがmetaehromasia
と示すことは古くから知られている。この作用機転につい
ては今日なほ論義されているが，塩基性色素と結合して
metachromasiaを現わすものは高分子酸性基で一SO4，
一COOHの順に強く，一PO4は最も強いとされている。従
ってchondroitin　i八段はhyaluron酸より聖鹸く，　そ麦者は
pH　2．5以下ではtoluidine　blueによるmetachromasia
は起さないという（大野法）岬）。しかしこれは試験管内で純
埣にとり出された場合であって，組織内には蛋白と結合し
て存在するため，反応は複雑であるといわれている。；事実
皮膚組織では酸性粘液多糖類が存在しながらmetachro－
masiaは殆ど陰性である。このことは量的問題もあろうが
恐らくはこれ等の酸性多糖類が遊離の状態にあるか或いは
ゆるく蛋白質と結合した状態にあるかということが必要．
で，強く結合した状態では反応し得ないのでなかろうかと
予想される。
　また病的状態にある結合織はPAS或いはHale法のよ
うな多糖類証明法と膠原線維の染色法であるVan　Gieson
染色或いはピクロ・メチル青染色と併用することにより特
色ある変化を追求することが出来る。著者は先ずこれ等の
多糖類証明法を利用して家兎及び海撰における皮膚結合織
の正常構造を検討したのである。
　PAS染色には各層の膠原線維は殆ど同様な陽性を示す
が，仔細に観察すると乳頭層及び網状層の下層都の細い線
維は淡旧し，網状層の上層における太い線維はやや濃染し
てみえる。これにHale法を併用すると（Hale－PAS法〉膠
原線維iの中央の一部はPAS陽性で淡赤紫寒し，その外緻
にあたるところはHale陽性で青陣する。この関係は太い
線維では明瞭であるが，細いものでは不明瞭で全体が淡青
染するものが多い。この所見は膠原線維自体はPAS陽性
で，その肛囲に粘着する基質にあたる部分はHale．陽性を
示すことによるものと考えられる。
　Hale法とVan　Gieson染色を塁壁したRinehar七法で
は膠原線維は何れも赤無し，その外縁にあたる基質の附着
した部分はHale陽性で墨染する。この関係はHale－PAS
染色と大体類似している。
　Lillie過沃度酸Schill’，ピクロ・メチル青染色法（allo一
chrome法）では細い膠原線維は青潔し，太いものの中央
部は淡赤即する。
　toluidine　blueによるmetachromasia（大野法）は酸性
粘液多糖類の証明法として広く使用されているが，この方
法では家兎及び海翼の皮膚はpH：の如何にかかわらず陰性
であった。
　以上結合織についてのべたが，血管においてはその構成
要素’に応じて複雑な所見を激する。毛細」血管ではPASよ
りもHal 陽性の部分が多く，動，顕職ではその構造に応
じてPASとHale陽性物質瀦混在する。そして内弾性板
を始め弾力線維の周囲には特にHale陽性物質が多いよう
である。しかしtoluidine　blueによるmetachromasia
は陰性であった。
　次にfibrinoid変性に問題となる酸性粘液多糖類及び
fibrinないしfibrjnoid物質を含む組織について検索を行
った。
　醐｛の粘液性質の所見：膀帯がhyaluron酸にとむこ
とはMeyer（1956）以来周知である。この粘液性物質は
PAS法単独ではかなり強く隔るが，　Hale法を併用すると
PAS陽性度は殆ど消失して全くHale陽性に転ずる。ま
たHale－Van　Gieson染色でもHale陽性のみが強く現わ
れ，1．illie法ではメチル青で染色される。　toluidine　blue
によるme七achromasiaは陽性であるがpH　2．5では，陰
性で，この点でchondrQitin硫酸と区別される。この粘液
性物質はhyaluronidaseを．作用させると，metachromasia
は殆ど陰性化するが，Hale法では全く陰性化するとはい
い難いのである。
　膀帯」血管壁も強度のPAS陽性を示；し，　metachromasia
陽性物質が滑平筋の周囲に証明せられ，しかもこの部分に
格子線維が証明せられる。　しかしこのmetachromasia
はpH　2．5で陽性，　hyaluronidaseに抵抗するところがら
chondroitin硫酸型のものと思われる。
　家兎気管支軟骨の所見：硝子様軟骨の粘液多糖類の主
要部分を占めるものはchondroitin硫酸Aで少量のCも
含まれるといわれる（Meyer）。著者の実験例ではこの基質
の染色所見は殆ど膀帯の粘液物質と同様であるが，ただ
pH：2．5でもmetachromasiaは陽性を示す点で異なる。し
かし中央部の基質では結合織線維の性状を混じてPAS陽
性が強く現われているところがある。
人体のfibrin凝血塊の所見：剖検屍の心臓右下より
得た且b in凝i雇看，　fib　ri　n染色は勿論強陽性である。
Sz乱ra＆Bagdy（ユ953）1：9）によると，　純化したfibrinogen
とfibrinは蛋白の外に多量の多黒蝿を含んでいて，べ一
パークロマトグラフ法には3種類の還元糖即ちmannose
ga actose，　glucosaminよりなるといわれる。そして牛
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及び家兎のfibrinogenのhexose量はfibrinのそれよりも
非常｝こ多いという。fibrinogenがfibrinに変化するには，
それに相当する．糖を分解するためであpて，fibrinogenの
多糖類は血液凝固に重要な役割を演ずるというのである。
このようにfibrinは多糖類と蛋白の結合よりなるもので，
その点膠原線維に類似しているといえよう。PAS染色で
はかなりの陽性度を示し，Hale－PAS染色では両者の陽性
物質が混在し，Hale・Van　Gieson染色ではピクリン酸で
黄染するが，一部にHale陽性物質を混じている。また過
沃度酸Sch縦，ピクロ・メチリ青染色でPtz特有な朱色が現
われる。この色調は正常の結合織線維では全く認められな
いもので，恐らくはPASの赤紫とtOタリン酸の黄色の配
合よりなるものと考えられるのであるeただこのfibrin
凝」血．塊でも精見すると，美麗なfibrinとして折出した部
分と穎粒状無構造で梁状に見える部分では多少染色性が異
な：るように見える。
　人体胎盤のfibrinoid物質の所見：人体の胎盤胎児部
に飾r加oin物質の認められることは周知のところである。
この部分は無構造均等性で強度のfibrin反応陽性を示し
ている。PAS染色は強陽性で，　Hale－PAS染色ではHale
陽性部は殆どなく一部PAS陽性物質と重さなるため，赤
紫色の外に紫色の部分を認める。Hale－Van　Gieson染色
では鈍黄色をし呈し，且つ多少のHaleの青色を混じてい
る。Lillieのallochrome、法では特有な濃朱色を呈してい
る。
　以上のよう．tlu　．fibrinとfibrinoid物質は共通的性状を
有し，i多糖類染色ではHale　i染色よりもPAS法に強く反
応し，metachromasiaは全く陰性である。これに反し酸
性多糖類よりなる膀帯及び軟骨はHale陽性が断然強く．且
つmetachromasiaは何れれも1場性である。
結 論
　1）正常家兎及び海狸皮膚に諸種の多種類ないし酸性多
糖類染色法を施してyy〈の成績を得た。
　2）膠原線維はRinehart（Hale－RAS染色）により物心
部はPAS陽性，周辺部はHale陽性，またRinahart法
（Hale－Van　Gieson染色）では中心部はフクシン陽性，周
辺はHale陽性である。　allochrome法（Lillie）では膠原
線維は青際するが，太い線維の中央部は赤紫染する。tol－
uidine　blueによるmetachromasia及びfibrin　ee色は共
に陰性である。
　2）弐にfibrinoid変性の予備的研究として，ヒァルロ
ン酸を含む隣帯，コンドロチン硫酸を含む軟骨基質，fibrin
凝塊及びfibrinoid物質を含む胎盤の組織化学：的検索を行
って亥の成績を得た。
　i）二三の粘液性物質及び軟骨基質の酸性多門類は
H：ale・PAS及びHa1－Van　Gieson染色（Rinehart）では何
れもHale陽性が強く現われる。　allochrome法（Lillie）
ではピクロ・メチル青の色調をとる。t6Juisine　blueによ
るmetachromasiaでは軟骨はpHの如何にかかわららず
陽性，贋帯の粘液性物質はpH　2．5で陰性である。
　ii）fibrin凝塊及び胎盤のfibrinoid物質についてみる
と，fibrin染色は何れも弛ミ陽性，　toluisine　blueによる
meヒaehromasiaは陰性である。またH田e－PAS染色では
HaleよりもPAS陽性度が強く現れる。さらにこれ等は
Hale－Van　Gleson染色では鈍黄色（牛皮色），　allochrome
法（Lillie）では朱赤色を示す。このように胎盤のfibrinoid
物質の性状はfibrinに近似するということが出来ると思
われる。
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